
前鬼　不動七重の滝

きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/
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転入　２人
出生　０人
転出　１人
死亡　３人

人　口
男
女
世帯数
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500戸
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日々の何気ない瞬間や、村の風景、
暮らし、行事などあなたが「とっ
ておき」と感じた瞬間を撮影した
写真を応募してみませんか？家族
の笑顔や、季節の移ろいを感じる
風景、ペットの可愛らしい仕草な
どなど♪応募いただいた写真を広
報誌に掲載させていただきます。

【写真について】
デジタルカメラやスマートフォン等で撮影した写真。サイズは問いませんが、できるだけ高
画質のものが望ましいです。

【応募方法】①または②の方法で応募
①写真のデータを下記メールアドレスまでお送りください。
　メールの件名は「広報誌写真応募」としてください。
②QRコードから応募フォームにアクセスしていただき応募してください。

【その他】
◎募集締切：令和8年1月15日（木）　◎応募多数の場合は抽選となります
写真には、タイトル（任意）と、簡単なエピソード（任意）、そして撮影者のお名前
（匿名希望の場合はペンネーム）を添えてください。
皆さまからの温かいご応募を、心よりお待ちしております♪

みんなのシャッターチャンス！
～写真で繋ぐ下北山村の暮らし～

応募 法方

みんなのシャッターチャンス！～写真で繋ぐ下北山村の暮らし～
▼秋の池原ダム（どくたー Fさん）
秋晴れの朝、池原ダムと山肌の紅葉が輝
いていました。

う
ち
の
近
く
で
き
れ
い
な
ス
ポ
ッ
ト
を

発
見
し
た
よ

◀
佐
田
の
紅
葉（
Ｌ
Ｅ
Ｏ
さ
ん
）▲石ヤ塔（Dさん）

帰り際ふと振り返れば夕暮れの
石ヤ塔

◀不動の石ヤ塔（中村さん）
村の誇れる観光資源であります。

▼さくら池のもみじ（中村博文さん）

QRコードを読
み込むと応募
フォームに移
ります

【お問合せ】下北山村　総務課 広報係
☎07468－6－0001　　koho@vill.shimokitayama.lg.jp

ご応募ありがとうございました！村内の紅葉スポットの投稿が多数ありました。
きっと足を運びたくなる場所があったのではないでしょうか♪

お
詫
び
と
訂
正

　
12
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
、「
人
の
動
き
」に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、訂
正
し
て

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。【
誤
】令
和
７
年
９
月
30
日
現
在
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正
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和
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年
10
月
30
日
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在
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　明けましておめでとうございます。
　村民の皆さまにおかれましては、新春を健やかにお迎えのこととお慶び申し上げます。
旧年中は、村政の推進に深いご理解と温かいご支援をいただき、心から感謝申し上げます。
　昨年を振り返りますと、10月21日に召集された臨時国会で、自民党の高市総裁が第104
代総理大臣に指名されました。奈良県初、女性初の首相誕生となります。心よりお喜びを
申し上げますとともに、奈良県の発展のためにさらなるご支援を賜るようお願い申し上げると
ころです。
　また、6月15日には、国道169号前鬼・上池原区間の災害復旧権限代行起工式が執り
行われ、トンネルルートによる本格復旧事業に着手する運びとなりました。今年の2月ごろ
からトンネル掘削が始まり、令和11年3月に完成予定です。トンネルが完成しますと地域住
民や観光客の安全安心な通行、また救急搬送や物資輸送の安定性が向上し、地域産業
の振興及び地域経済の活性化も期待されます。
　そして、下北山スポーツ公園全体が道の駅「きなりの郷 下北山」として登録されました。
元JAショップを観光案内所・特産品販売所として整備するほか元テニスコート・クラブハウ
ス１階部分をコインランドリーとして整備し、今年夏ごろの開駅を目指しハード、ソフト両面
の整備を進めていきます。また、奈良県で2番目となる「防災道の駅」にも選定され、本
村のみならず近隣市町村の観光力、防災力の向上に努めます。
　診療所の移転新築につきましては、建物はすでに完成をしており、現在外構工事やレ
ントゲン等の医療機器、事務備品の納入を進めています。今年3月までにはすべての整備
が完了し、4月の開院を予定しています。新しい診療所が、村民の皆さまに喜んでいただ
ける施設となるよう努めていきます。
　2026年は六十干支で「丙午（ひのえ・うま）」の年です。丙午（ひのえうま）は、情熱
と推進力にあふれ、大きな飛躍や成長のチャンスをもたらす年とされています。一方で、勢
いが強いぶん冷静さを保つことも大切になる年ともいわれています。今年一年、冷静さを
保ちながらも下北山村が大きく飛躍し成長する年となるよう、職員一同頑張ってまいる所存
です。
　新しい年が皆さまにとりまして健康で幸せな年となりますことをご祈念申し上げ、新年のご
挨拶とさせていただきます。

令和8年1月1日

下北山村　村長　南 　 正 文

新年のご挨拶
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　新年あけましておめでとうございます。
　村民の皆様には新しき年を健やかにお迎えの事と心からお喜び申し上げます。
　平素は、村議会に対しまして温かいご支援とご理解を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、昨年を振り返ってみますと、戦火の止まないロシアが起こしたウクライナへの侵攻
に起因し、世界のエネルギーや穀物の高騰が我が国日本にも深く影響しました。政府は物
価高騰対策に引き続き力を注いでいますが、米を初め食料品全般の価格の高騰が続き、
全ての日本国民が生活の変化に追われる1年でありました。
　また、6月から8月期の平均気温が観測史上最も高い酷暑の夏となり、熱中症対策として
社会では勤務形態や商習慣の見直しや、ご家庭では体調管理に気を遣う夏でもあったか
と思います。日々の健康が大切で何よりも望むところです。村民の皆様のご心労はいかばか
りであったかとお察し申し上げるところです。
　国政においては10月21日、第104代内閣総理大臣高市早苗が誕生しました。初の女性
首相であり初の奈良県出身の総理大臣が誕生しました。
　日本列島を強く豊かにをテーマに政策目標を定められています。高市総理大臣には少数
与党となっている状況から何かと困難な政情が多々あろうかと思いますが、掲げた日本の平
和や強い経済、地方の暮らしと安全の確保に諦めずに邁進していただきたいと思っていま
す。
　本村においては令和5年12月、国道169号前鬼・上池原間で発生した崩土災害に起因し、
現在、国の直轄権限代行事業（災害復旧事業）として上池原トンネル工事が着 と々進め
られています。令和8年2月にはトンネル掘削に着手し、関連工事を含め令和11年3月完成
予定と説明を受けています。
　開通により村民生活の利便性の向上や、流入・交流人口の増加による村経済の活性化
が図られることを期待しています。村民の皆さんと共に完成を待ち望み、楽しみにしたいと
思います。
　結びになりますが本年、令和8年の干支は丙午（ひのえうま）です。強い意志や明るさ
が象徴とされています。本村だけでなく、世の中が明るく力強さを示すことが出来る年とな
りますよう願うと共に、皆様にとって穏やかで幸多き一年となりますよう心からお祈り申し上げ
まして、年頭のご挨拶といたします。

令和8年1月1日

下北山村　議会議長　松 本 良 三

新年のご挨拶
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　新年あけましておめでとうございます。
　村民の皆さまにおかれましては、希望に満ちた新春を迎えられたことと、心よりお慶び申
し上げます。
　平素より消防団活動に対し、深いご理解と温かいご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。

　さて、昨年は、全国各地で地震や豪雨、台風などの自然災害が相次ぐ中、特に林野火
災が多発した年でした。林野庁が公表している災害情報によりますと、各地で発生した林
野火災の主な原因は野焼きやたき火など、人為的な火の取り扱いによるものとされています。
乾燥や強風といった条件が重なることで、わずかな不注意が大きな被害につながることが
改めて示されました。

　本村の管内においては、幸い林野火災の発生はありませんでしたが、建物火災が発生
する事案がありました。この際には、消防団が迅速に出動し、関係機関と連携した初動対
応を行った結果、延焼を防ぎ、被害を最小限に抑えることができました。日頃の訓練の成
果が発揮された事例であり、改めて消防団の役割の重要性を実感したところです。一方で、
奈良県内でも林野火災が発生しており、災害は決して他人事ではありません。

　このような状況を受け、火災予防条例が改正され、たき火に対する規制が一層強化され
ました。村民の皆さまには、「火の用心」の意識を高め、野焼きは非常に危険な行為であ
ると認識していただき、草木や廃材などは燃えるごみとして適切に処分することを推奨いた
します。

　消防団では今後も、警戒巡視や訓練、防火啓発活動を通じ、火災をはじめとする各種
災害への備えを着実に進めてまいります。団員数の減少など厳しい環境ではありますが、
地域を守るという使命のもと、引き続き安全・安心な地域づくりに全力で取り組んでまいり
ます。

　結びに、本年が皆さまにとりまして災害のない、安全で穏やかな一年となりますことを祈
念するとともに、今後とも消防団活動への変わらぬご理解とご協力をお願い申し上げ、新
年のご挨拶といたします。

令和8年1月1日

下北山村消防団　団長　大 崎 　 剛

新年のご挨拶
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会
議
に
先
立
ち
、
平
成
12
年
６
月

初
当
選
よ
り
７
期
25
年
下
北
山
村
議

会
議
員
と
し
て
村
政
の
発
展
に
つ
く

さ
れ
、
本
年
９
月
末
に
ご
逝
去
さ
れ

た
故
栗
本
武
平
議
員
を
追
悼
し
黙
祷

が
捧
げ
ら
れ
た
後
、
12
月
村
議
会
定

例
会
が
12
月
12
日
の
１
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
日
程
と
し
て
、
村
長
の
行
政

報
告
、
３
議
員
の
一
般
質
問
に
続
き
、

議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

合
計
21
件(

条
例
の
一
部
改
正
６

件
、
公
共
施
設
の
設
置
条
例
１
件
、

公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
１

件
、
債
権
放
棄
２
件
、
令
和
７
年
度

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算

５
件
、
当
日
追
加
提
出
さ
れ
た
議
案

の
条
例
改
正
５
件
）
の
議
案
が
上
程

さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
の
議

案
が
原
案
ど
お
り
可
決
及
び
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

　
他
に
も
、
選
挙
に
よ
る
上
下
北
山

衛
生
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
１
名

の
選
出
／
議
会
常
任
委
員
会
及
び
議

会
運
営
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調

査
決
定
／
執
行
部
よ
り
19
件
の
報
告

／
議
会
よ
り
議
会
の
傍
聴
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
及
び
議
会
の
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
施
行

規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
並
び

に
議
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長
の
就

任
の
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
閉
会
し
ま

し
た
。

　
議
案
の
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

◎
条
例
の
改
正
議
案
（
６
件
）

▼
下
北
山
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム

に
お
け
る
印
鑑
登
録
業
務
の

標
準
化
移
行
に
伴
う
改
正
で
す
。

▼
下
北
山
村
職
員
の
分
限
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
降
給
の
事
由
の
明
記
や
、
行
方
不

明
者
に
対
す
る
処
分
の
通
知
方
法
の

規
定
等
が
追
加
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▼
下
北
山
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
軽
自
動
車
税
・
種
別
割
の
徴
収
方

法
に
つ
い
て
証
紙
に
よ
る
徴
収
規
定

が
削
除
さ
れ
ま
し
た
。

▼
下
北
山
村
手
数
料
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
住
民
票
の
交
付
手
数
料
を
世
帯
人

数
に
関
わ
ら
ず
１
件
一
律
３
０
０
円

と
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▼
下
北
山
村
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
よ
り

法
の
引
用
条
数
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▼
下
北
山
村
火
入
れ
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
林
野
火
災
の
多
発
に
伴
い
、
奈
良

県
広
域
消
防
組
合
火
災
予
防
条
例
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
合
わ
せ
、
林
野

火
災
注
意
報
、
林
野
火
災
警
報
の
名

称
が
追
加
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

 

◎
公
共
施
設
設
置
条
例
（
１
件
）

▼
下
北
山
村
体
育
館
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
旧
下
北
山
小
学
校
体
育
館
か
ら
用

途
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
改
正
で

す
。

 

◎
公
共
施
設
指
定
管
理
者
の
指
定

 （
１
件
）

▼
下
北
山
村
観
光
案
内
・
特
産
品
販

売
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

　
上
池
原
の
ス
ポ
ー
ツ
公
園
入
口
で

改
装
中
の
施
設（
旧
Ｊ
Ａ
シ
ョ
ッ
プ
）

の
指
定
管
理
者
の
指
定
が
次
の
通
り

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

名
称
：
合
同
会
社
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
（
下
池

原
２
９
０
番
地
）

氏
名　
代
表
社
員　
下
垣
内 

恭
子

 

◎
債
権
放
棄
（
２
件
）

▼
債
権
の
放
棄
に
つ
い
て

　
会
社
の
解
散
及
び
事
業
停
止
に
よ

り
回
収
見
込
が
無
い
債
務
に
つ
い
て

債
権
を
放
棄
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ

ま
し
た
。

 

◎
補
正
予
算
議
案
（
５
件
）

▼
令
和
７
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
２
，
６
９
０
万
円
が
追
加
補
正
さ

れ
、
総
額
24
億
６
３
６
万
円
と
し
ま

し
た
。

　
主
な
歳
出
の
補
正
内
容
は
増
額
予

算
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
（
返
礼

品
関
係
）
７
０
３
万
円
、
ふ
る
さ
と

納
税
基
金
（
寄
付
金
）
積
立
金
１
，

５
０
０
万
円
、
公
共
施
設
等
解
体
工

事
費
４
０
０
万
円
、
戸
籍
シ
ス
テ
ム

改
修
委
託
料
２
１
０
万
円
、
国
民
年

金
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
９
２
万
円
、

診
療
所
特
別
会
計
繰
出
金
５
３
５
万

円
、
公
営
住
宅
修
繕
料
３
０
０
万
円
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
車
庫
及
び
事
務
所
整

備
工
事
４
２
０
万
円
、
公
債
費
の
還

付
金
利
子
２
１
２
万
円
等
の
他
、
任

用
職
員
給
与
費
５
１
０
万
円
等
の
増

額
。

　
減
額
予
算
が
林
道
ト
ン
ネ
ル
定
期

点
検
委
託
業
務
事
業
費
確
定
に
よ

る
２
５
０
万
円
、
道
路
橋
梁
新
設

改
良
費
事
業
確
定
に
よ
る
委
託
料

１
，
５
０
０
万
円
、
同
工
事
請
負
費

２
０
０
万
円
、
寺
垣
内
教
員
住
宅
解

令和７年第４回下北山村議会12月定例会
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11
月
３
日
（
月
・
祝
）
内
閣

府
よ
り
令
和
７
年
秋
の
叙
勲
受

章
者
が
発
表
さ
れ
、
本
村
か
ら

は
、

岡
道
則
氏
が
消
防
功
労

に
よ
り
「
瑞
宝
単
光
章
」
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
12
月
12
日

（
金
）、
役
場
に
お
い
て
叙
勲
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
に
下
北
山
村
表

彰
条
例
に
基
づ
く
令
和
７
年
度

表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
消
防
功

労
者
と
し
て

岡
道
則
氏
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
道
則
氏
は
、
昭
和
54
年

４
月
に
下
北
山
村
消
防
団
へ
入

団
さ
れ
て
以
来
、
班
長
、
副
分

団
長
、
分
団
長
を
歴
任
し
、
令

　
令
和
６
年
９
月
21
日
に
石
川
県
能
登

半
島
で
発
生
し
た
線
状
降
水
帯
に
よ
る

記
録
的
な
大
雨
水
害
で
、
土
砂
災
害
及

び
水
難
事
案
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
、
３
市
３
町
に
災
害
救
助
法
が
適

用
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
村
に
お
い
て
も
、
被
災
さ
れ
た
皆

様
の
お
役
に
立
て
て
も
ら
う
た
め
、
村

内
公
共
施
設
７
箇
所
に
募
金
箱
を
設
置

し
、
合
計
６
万
８
６
９
円
の
義
援
金
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
被
災
地
の
方
々
の
生
活
支

援
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
日
本

赤
十
字
社
奈
良
県
支
部
へ
お
届
け
い
た

し
ま
し
た
。

　
被
災
さ
れ
た
地
域
の
皆
様
に
謹
ん
で

お
見
舞
い
申
し

上
げ
、
ま
た
、

一
日
も
早
い
復

旧
復
興
を
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協

力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

岡道則氏が「瑞宝単光章」及び「村表彰」を受章されました

和
２
年
６
月
に
副
団
長
、
令
和

５
年
６
月
に
は
消
防
団
長
に
就

任
さ
れ
令
和
６
年
11
月
末
に
勇

退
さ
れ
る
ま
で
の
約
45
年
間
に

わ
た
り
、
消
防
団
活
動
に
献
身

的
に
取
り
組
ま
れ
、
地
域
の
安

全
確
保
と
自
治
消
防
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
長
年
に
わ
た
る
功

績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
本
年
秋

の
叙
勲
に
お
い
て
「
瑞
宝
単
光

章
」
を
受
章
さ
れ
る
と
と
も
に
、

消
防
功
労
者
と
し
て
本
村
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

活
か
し
様
々
な
分
野
で
の
ご
活

躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

能
登
半
島
大
雨
水
害
に
よ
る

　
　被
災
者
へ
の
義
援
金
を

　
　
　日
本
赤
十
字
社
奈
良
県

　
　
　
　
　支
部
へ
届
け
ま
し
た日本赤十字社奈良県支部

乾事務局長（左）へ

体
工
事
費
確
定
に
よ
る
４
２
０
万
円

等
の
減
額
で
す
。

▼
令
和
７
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
15
万
円
を
減
額
し
総
額
１
億
２
，

９
４
５
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
歳
出
の
補
正
内
容
は
医
療
給

付
費
の
減
額
で
す
。

▼
令
和
７
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康

保
険
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　
２
，
５
１
１
万
円
が
減
額
補
正
さ

れ
、
総
額
４
億
４
，
０
６
２
万
円
と

し
ま
し
た
。

　
主
な
歳
出
の
補
正
内
容
は
診
療
所

建
設
工
事
及
び
医
療
機
器
器
具
費
の

事
業
費
確
定
に
伴
う
減
額
で
す
。

▼
令
和
７
年
度
下
北
山
村
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
10
万
円
が
減
額
補
正
さ
れ
、
総
額

２
億
４
，
８
５
５
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
歳
出
の
補
正
内
容
は
包
括
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
委
託
料

等
の
減
額
で
す
。

▼
令
和
７
年
度
下
北
山
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

　
89
万
円
が
減
額
補
正
さ
れ
、
総
額

２
，
６
８
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
歳
出
の
補
正
内
容
は
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
の
減
額

で
す
。

 

◎
追
加
議
案
（
条
例
の
改
正
）

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
次
の
４

議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

▼
下
北
山
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

▼
下
北
山
村
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
も
の
の
給
与
お
よ
び
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

▼
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の

他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
下
北
山
村
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

▼
下
北
山
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
一
週
間
の
平
均
勤
務
時
間
が
15
時

間
30
分
未
満
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計

年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、
通
勤

手
当
の
改
正
に
よ
る
遡
及
を
行
わ
な

い
こ
と
と
す
る
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

▼
下
北
山
村
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

　
欠
員
と
な
っ
て
い
た
議
会
選
出
監

山 村 議 会 12 月 定 例 会

査
委
員
１
名
に
つ
い
て
、
北 

德
次

議
員
の
選
任
が
同
意
さ
れ
監
査
委
員

に
就
任
し
ま
し
た
。

▼
上
下
北
山
衛
生
一
部
事
務
組
合
議

会
議
員
選
挙

　
欠
員
と
な
っ
て
い
た
同
組
合
議
会

議
員
１
名
に
つ
い
て
選
挙
が
行
わ
れ
、

議
長
に
よ
る
指
名
推
薦
に
よ
り
和
田

晃
裕
議
員
が
就
任
し
ま
し
た
。

 

●
そ
の
他
報
告
関
係
事
項

▽
下
北
山
村
印
鑑
条
例
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

▽
給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
等

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
税
条
例
に
関
す
る
文
書

の
様
式
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
に
つ
い
て

▽
保
育
の
実
施
に
関
す
る
条
例
施
行

規
則
を
廃
止
す
る
規
則
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
障
害
者
自
立
支
援
法
施

行
規
則
の
全
部
を
改
正
す
る
規
則
に

つ
い
て

▽
下
北
山
村
基
準
該
当
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
障
害
者
地
域
生
活
支
援

事
業
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
身
体
障
害
児
に
係
る
補

装
具
の
交
付
等
に
関
す
る
規
則
を
廃

止
す
る
規
則
に
つ
い
て

▽
母
子
保
健
法
に
基
づ
く
措
置
に
関

す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
生
活
環
境
美
化
・
保
全

条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
住
民
基
本
台
帳
の
一
部

の
写
し
の
閲
覧
に
関
す
る
事
務
取
扱

要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要
綱
に
つ

い
て

▽
下
北
山
村
住
民
票
の
写
し
等
の
交

付
に
関
す
る
事
務
取
扱
要
綱
の
一
部

を
改
正
す
る
要
綱
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
精
神
障
害
者
医
療
費
助

成
事
業
実
施
要
綱
の
一
部
を
改
正
す

る
要
綱
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
訪
問
介
護
に
係
る
利
用

者
負
担
助
成
要
綱
の
一
部
を
改
正
す

る
要
綱
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
林
産
集
落
振
興
対
策
事

業
補
助
金
交
付
要
綱
を
廃
止
す
る
要

綱
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
難
病
患
者
等
日
常
生
活

用
具
給
付
事
業
実
施
要
綱
の
一
部
を

改
正
す
る
要
綱
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
住
民
異
動
届
に
関
す
る

本
人
確
認
等
事
務
処
理
要
領
の
一
部

を
改
正
す
る
要
領
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
役
場
処
務
規
定
等
の
一
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11
月
３
日
（
月
・
祝
）
内
閣

府
よ
り
令
和
７
年
秋
の
叙
勲
受

章
者
が
発
表
さ
れ
、
本
村
か
ら

は
、

岡
道
則
氏
が
消
防
功
労

に
よ
り
「
瑞
宝
単
光
章
」
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
12
月
12
日

（
金
）、
役
場
に
お
い
て
叙
勲
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
に
下
北
山
村
表

彰
条
例
に
基
づ
く
令
和
７
年
度

表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
消
防
功

労
者
と
し
て

岡
道
則
氏
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
道
則
氏
は
、
昭
和
54
年

４
月
に
下
北
山
村
消
防
団
へ
入

団
さ
れ
て
以
来
、
班
長
、
副
分

団
長
、
分
団
長
を
歴
任
し
、
令

　
令
和
６
年
９
月
21
日
に
石
川
県
能
登

半
島
で
発
生
し
た
線
状
降
水
帯
に
よ
る

記
録
的
な
大
雨
水
害
で
、
土
砂
災
害
及

び
水
難
事
案
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
、
３
市
３
町
に
災
害
救
助
法
が
適

用
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
村
に
お
い
て
も
、
被
災
さ
れ
た
皆

様
の
お
役
に
立
て
て
も
ら
う
た
め
、
村

内
公
共
施
設
７
箇
所
に
募
金
箱
を
設
置

し
、
合
計
６
万
８
６
９
円
の
義
援
金
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
被
災
地
の
方
々
の
生
活
支

援
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
日
本

赤
十
字
社
奈
良
県
支
部
へ
お
届
け
い
た

し
ま
し
た
。

　
被
災
さ
れ
た
地
域
の
皆
様
に
謹
ん
で

お
見
舞
い
申
し

上
げ
、
ま
た
、

一
日
も
早
い
復

旧
復
興
を
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協

力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

岡道則氏が「瑞宝単光章」及び「村表彰」を受章されました

和
２
年
６
月
に
副
団
長
、
令
和

５
年
６
月
に
は
消
防
団
長
に
就

任
さ
れ
令
和
６
年
11
月
末
に
勇

退
さ
れ
る
ま
で
の
約
45
年
間
に

わ
た
り
、
消
防
団
活
動
に
献
身

的
に
取
り
組
ま
れ
、
地
域
の
安

全
確
保
と
自
治
消
防
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
長
年
に
わ
た
る
功

績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
本
年
秋

の
叙
勲
に
お
い
て
「
瑞
宝
単
光

章
」
を
受
章
さ
れ
る
と
と
も
に
、

消
防
功
労
者
と
し
て
本
村
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

活
か
し
様
々
な
分
野
で
の
ご
活

躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

能
登
半
島
大
雨
水
害
に
よ
る

　
　被
災
者
へ
の
義
援
金
を

　
　
　日
本
赤
十
字
社
奈
良
県

　
　
　
　
　支
部
へ
届
け
ま
し
た日本赤十字社奈良県支部

乾事務局長（左）へ

令 和 ７ 年 第 ４ 回 下 北
部
を
改
正
す
る
規
程
に
つ
い
て

▽
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
実
施
規

程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
に
つ
い

て

 

●
議
会
よ
り
の
報
告
関
係
事
項

▽
下
北
山
村
議
会
傍
聴
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
議
会
・
議
会
運
営
委
員

会
副
委
員
長
の
就
任
に
つ
い
て

　
欠
員
と
な
っ
て
い
た
同
委
員
会
副

委
員
長
に
、
辻
之
内 

勇 
議
員
が
就

任
し
ま
し
た
。

《
一
般
質
問
は
、次
号
に
掲
載
し
ま
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　令和７年11月11日（火）更生保護女性会
長を始め保護司並びに各地区の婦人会の代表
を含め、計７名で、奈良市にある児童自立支
援施設「奈良県立精華学院」を訪れ、研修を
実施しました。
　精華学院は、子どもの不良行為及び家庭環
境上の理由により、生活指導等を要する子ど
もに対して、個々の子どもの状況に応じて必
要な指導を行っている施設です。
　学院では、子どもの気持ちを尊重した指導
を先生が行い、人間関係を通した信頼関係の

　11月28日（金）スポーツ公園若者センターにおき
まして、令和７年度農産物品評会を開催しました。
　今回の出品数は、根菜類、イモ類、葉菜類、果実類、
きのこ類等44点の出品で、昨年より少し減り、出品
者数は昨年より４名減少し19名となりました。
　本年は、台風による大きな災害はなかったものの、
夏の記録的な高温が続き、営農条件としては非常に厳
しい状況でしたが、そのような中、出品いただいた農
産物は品質が良く、特に、特賞の大根は非常に色つや
が良く、真っ直ぐな素晴らしい大根でした。
　審査は南部農林振興事務所により、外観・色つや・
揃い・病害虫の有無などを重点に慎重かつ厳正に行わ
れました。
　温暖化の影響や高齢化により出品数、出品者数も減
少しており残念ではありますが、今後は営農者を増や
すなど品評会を盛り上げていきたいと思います。
　各賞を受賞された方々は、左記のとおりです。

形成と構築をおこなうことで「生きる力」を
養い、希望を持って社会で自立できるように
取り組んでいます。
　この研修会において学んだことを活かし、
今後も更生保護活動に取り組んでいきます。

農 産 物 品 評 会 開 催

下北山村更生保護女性会
施設訪問研修を実施

できごと

会場内の様子

精華学院にて

即売会の様子

令和7年度下北山村農産物品評会審査結果

　11月25日（火）から12月５日（金）にかけて令和７年度
村政懇談会を各地区で実施いたしました。
　新型コロナウイルスの影響等もあり６年ぶりの開催とな
り、それぞれの地区からは、災害や防犯対策、道の駅、子育
て支援、移住定住等、村政における様々な取り組みについて
質問や要望をいただきました。
　今回いただきました多くのご意見については今後の村政に
活かし、要望につきましては、各区と協議しながら進めてい
きます。
　今後も引き続き村政へのご理解とご協力をよろしくお願い
いたします。
※小井・大小井地区は都合により中止となりました。

　12月13日(土)、発表会を小中学校体育館で行い
ました。
　約１ヶ月の間、子どもたちは組別練習や全体練
習を何度も行い、セリフやお遊戯、太鼓演奏など
頑張って覚えました。
　当日は、園児の保護者や祖父母のほかに、ご近
所の方のご来場もあり、たくさんの方々に練習の
成果を見ていただきました。園児たちの緊張して
いる様子も見られましたが、可愛らしい衣装を着
て一生懸命に舞台上で踊る園児たちを見る皆さん
の顔が終始笑顔で、心温まる発表会となりました。

　12月6日（土）と12月7日（日）に桑原体育館にて、現役
プロレスラー新崎人生さんによる体操イベントを開催しま
した。
　12月6日は健康な身体づくりを目的とした「じんせい体
操」を開催し、約40名の
方が参加しました。12月

7日は筋肉トレーニングを目的とした「OYAJI道場」を開催
し、約20名の方が参加しました。体操イベントは12月をもっ
て終了し、延べ180名の方が参加しました。参加した方を
対象に参加回数によってリライブウェアを配布しました。

６年ぶりとなる村政懇談会実施

現役プロレスラー・新崎人生さんによる
　　　　　　　　　　　　　　　体操イベントを開催

できごと

下北山保育所　発表会

佐田公民館

池原公民館
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協力隊のつぶやき
その128

新年の抱負
今年の３月で協力隊を卒業
し、個人事業主として生き
ていく年になります。３年
間で身に着けたことを大事
にし、安全に留意して事業
を行いながら地域の行事に
積極的に参加していきたい
です。

金　原
（自伐型林業）

様々な人に支えられ無事に
１年過ごすことができまし
た。感謝です。昨年通して
経験させていただいたこと
を、コツコツ無理なく取り
組んで形にしていきたいで
す。今年もよろしくお願い
いたします。

片　山
（つちのこパーク）

つちのこ隊員３年生とし
て、何事も楽しみながらさ
らなるワクワクを生み出せ
る１年にしたいと思いま
す！今年もよろしくお願い
いたします。

太　田
（つちのこパーク）

　
令
和
７
年
度
は
、
３
年
に
一
度
の
民
生
委
員

･
児
童
委
員
の
全
国
一
斉
改
選
の
年
と
な
っ
て

お
り
、
本
村
に
お
い
て
も
12
月
１
日
付
け
で
10

名
の
委
員
が
新
た
に
選
任
さ
れ
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
委
嘱

状
を
村
長
よ
り
伝
達
致
し
ま
し
た
。

　
民
生
児
童
委
員
は
、
自
ら
も
地
域
住
民
の
一

員
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
す
る
地
区
に
お

い
て
、住
民
の
生
活
上
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
、

行
政
を
は
じ
め
適
切
な
福
祉
支
援
や
福
祉
サ
ー

ビ
ス
へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
と
し
て
役
割
を
果
た

す
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
世
帯
の
見

守
り
や
安
否
確
認
な
ど
に
も
重
要
な
役
割
を
果

た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
主
任
児
童
委
員
は
、
子
ど
も
や
子
育

て
に
関
す
る
支
援
を
専
門
に
担
当
す
る
民
生
委

員
･
児
童
委
員
で
、
区
域
担
当
の
委
員
と
連
携

し
な
が
ら
子
育
て
の
支
援
や
児
童
健
全
育
成
活

動
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
民
生
委
員
･
児
童
委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ

り
、
相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
、
村
の
地
域
福
祉
の
発
展
の
た
め
、
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。

※
地
区
の
民
生
委
員
･
児
童
委
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

上
池
原
地
区
　
福
岡
　
純
子
（
新
任
）

下
池
原
地
区
　
平
井
己
年
子
（
再
任
）

池
　
峰
地
区
　
栗
本
千
恵
子
（
再
任
）

寺
垣
内
地
区
　
中
村
　
良
行
（
再
任
）

浦
　
向
地
区
　
山
本
　
　
正
（
再
任
）

佐
　
田
地
区
　
勝
平
美
惠
子
（
再
任
）

上
桑
原
地
区
　
栗
本
美
奈
子
（
再
任
）

下
桑
原
地
区
　
大
崎
　
美
和
（
新
任
）

﹇
主
任
児
童
委
員
﹈

全
　
　
村
　
　
和
田
　
章
子
（
再
任
）

全
　
　
村
　
　
松
田
　
悦
子
（
再
任
）

　
ま
た
、
こ
の
11
月
30
日
付
け
で
任
期
満
了

に
よ
り
、
退
任
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
つ
き
ま

し
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
及
び
奈
良
県
知
事

よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
村
長
と
吉
野
福
祉

事
務
所
長
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

※
退
任
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

﹇
民
生
委
員
﹈

上
池
原
地
区
　
中
村
　
利
子
（
５
期
15
年
）

下
桑
原
地
区
　
仲
　
ナ
ナ
美
（
３
期
９
年
）

民
生
委
員･

児
童
委
員
が

　
　
　
　
　
　改
選
さ
れ
ま
し
た
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➢

➢

➢

《申告書等の作成について》

➢

➢

「国税庁ホームページ」へアクセス
・ 税務署に行く手間と時間がかかりません

１
STEP

申告書を作成２
STEP

３
STEP
「国税庁ホームページ」からe-Taxで送信

印刷して郵送等で提出も可能です

確定申告

〒

（（e-Taxの送信方法は２通り）

マイナンバーカード方式
①マイナンバーカード ID・パスワード方式に対応した

ID・パスワード

ID・パスワード方式
① ID（利用者識別番号）
② パスワード（暗証番号）

・ 確定申告期間中は24時間いつでも利用ＯＫ
スマホ申告は
ここからスタート!

・ 画面の案内に沿って入力すれば、

② マイナンバーカード
読取対応のスマホ

「ID・パスワード方式の届出完了通知」を確認
※ 令和7年10月１日以降、ID・パスワードの
新規発行が停止されました。
なお、すでに届出されてID・パスワードを発行
されている方は、引き続き利用することができます。

ID・PWが目印

税額などが自動計算され
簡単に作成できます

※パソコンの場合、ICカードリーダライタでも可

マイナンバーカードをお持ちでない方は…

令令和和７７年年分分 所所得得税税及及びび復復興興特特別別所所得得税税 ・・ 贈贈与与税税

のの確確定定申申告告はは、、３３月月1166日日（（月月））ままでででですす

上上記記開開設設期期間間中中のの 22//1166((月月))..1177((火火))..2244((火火))..2255((水水))..2266((木木))、、33//99((月月))..1100((火火))..1111((水水))..1122((木木))..1133((金金))..1166((月月))

全国で408万人が
自宅等からスマホで
申告しています

確定申告会場は、大変混雑します。

ををごご利利用用くくだだささいい!!

ごご自自宅宅等等かからら

広報　下北山　2026（1）13

https://www.keisan.nta.go.jp/kyoutu/ky/sm/top#bsctrl


保 セ タ か の 知 せ健 ン ー ら お ら
新年明けましておめでとうございます。今年もみなさまが健康に一年を過ごせます
よう、保健福祉課一同、願っております。

こころの健康づくり相談会
　今、何か悩んでいることはありませんか？相談内容はどんな些細なことでもかまいません。
相談員には、心の専門家である臨床心理士が対応いたします。また、お話いただいた内容は
秘密厳守されます。

【日　時】１月25日（日）　午前９時～正午
【場　所】保健センター
【相談員】臨床心理士２名
※当日午前11時までに予約をお願いします

　前かがみや中腰になることが多い方、
長時間座ったままになることが多い方。
「腰が痛い！」なんてことはありませ
んか？長時間、腰に負担がかかると筋
肉が縮み、血流が悪くなりがちです。
理学療法士西田先生おすすめの腰の柔
軟体操を行って腰痛の緩和を目指しま
せんか？

★みんなの目標★
•喫煙が健康に及ぼす影響について正しく理解し、受動喫煙を減らそう

【問合せ先】保健センター　☎６‐００１５

病気知らずの元気村
～健康しもきた豆知識⑧～「喫煙について」

　本村の喫煙率は男性20.5％、女性3.0％となっています（R5年デー
タ）。たばこの煙を、自分は吸っていないのに周りから吸わされて
しまう「受動喫煙」対策が強化され、受動喫煙の防止が推進されて
います。本村においても公共施設の全面禁煙や受動喫煙防止の啓発、禁煙外来助成制度な
どを実施し、受動喫煙対策、禁煙の推進に取り組んできました。また近年は、たばこを吸っ
たあとに部屋の壁やカーテン、衣類、車内などに残る見えない有害物質を吸い込んでしま

う「三次喫煙」も問題になっています。これらは紙たばこ、電子タバコに
共通しています。喫煙が健康に及ぼす影響は肺がん以外にも様々な健康被
害があることを普及啓発し、禁煙対策及び受動喫煙の防止を一層推進して
いきます。

腰痛を緩和しよう！
　　　　腰の柔軟体操

①腰反らし体操
２回５秒

日本理学療法士協会　職員の健康に役立てる　体操手順書から引用

手をおしりに当てて、
骨盤を前方に押し込む

②バッティング体操
２回左右５秒

ゆっくりとからだを
ひねる

　
冬
に
な
る
と
空
気
が
乾
燥
し
、
目

の
乾
燥
を
感
じ
る
方
も
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
は
、
身
近
で
あ
り
な
が
ら
見
落

と
さ
れ
や
す
い
「
ド
ラ
イ
ア
イ
」
と
、

そ
の
大
き
な
原
因
で
あ
る
「
マ
イ
ボ
ー

ム
腺
機
能
不
全
（
Ｍ
Ｇ
Ｄ
）」
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

　
涙
は
「
水
分
」「
油
分
（
脂
質
）」「
ム

チ
ン
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
す
ぐ
に
涙
が

蒸
発
し
た
り
、
角
膜
が
傷
つ
き
や
す
く

な
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
ア
イ
は
、
涙
の
量

の
不
足
や
質
の
悪
化（
油
の
量
の
不
足
）

で
目
の
表
面
が
乾
燥
し
、「
目
の
乾
き
」

「
ゴ
ロ
ゴ
ロ
感
」
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
ア
イ
が
ひ
ど
い
場
合
は
Ｑ
Ｏ

Ｌ（
生
活
の
質
）
が
低
下
し
ま
す
。

　
仕
事
や
趣
味
の
能
率
が
低
下
す
る
こ

と
や
、
う
つ
病
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
ア
イ
を
見
分
け
る
簡
単
な
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
と
し
て
瞬
き
を
10
秒
我

慢
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
10
秒
我
慢

で
き
な
い
方
は
ド
ラ
イ
ア
イ
の
疑
い
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
ぶ
た
の
縁
に

は
「
マ
イ
ボ
ー
ム

腺
」
と
い
う
油
を

分
泌
す
る
器
官
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
油
は
涙
の

表
面
を
覆
い
、
涙

が
蒸
発
す
る
の
を

防
ぐ
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
様
々
な
原
因
に
よ
り
マ
イ

ボ
ー
ム
腺
が
詰
ま
り
、
油
が
固
く
な
っ

て
出
に
く
く
な
る
と
、
涙
の
蒸
発
が
進

み
ド
ラ
イ
ア
イ
が
悪
化
し
ま
す
。
こ
れ

を
マ
イ
ボ
ー
ム
腺
機
能
不
全（
Ｍ
Ｇ
Ｄ
）

と
い
い
ま
す
。
最
近
の
研
究
で
Ｍ
Ｇ
Ｄ

は
ド
ラ
イ
ア
イ
全
体
の
原
因
の
８
割
を

占
め
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。Ｍ
Ｇ
Ｄ
に
よ
る
ド
ラ
イ
ア
イ
は
、

点
眼
薬
で
は
症
状
が
改
善
し
な
い
場
合

が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｍ
Ｇ
Ｄ
が
起
き
る
と
「
目
の
乾
燥
が

強
く
な
る・ま
ぶ
た
の
縁
が
ベ
タ
つ
く・

寝
起
き
に
症
状
が
強
く
出
る
・
も
の
も

ら
い
に
な
り
や
す
い
」
と
い
っ
た
症
状

が
見
ら
れ
ま
す
。

　
次
に
該
当
す
る
方
は
Ｍ
Ｇ
Ｄ
に
な
り

や
す
い
方
で
す
。

•
脂
質
異
常
症
（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

　
高
い
方
）

•
ア
イ
メ
イ
ク
を
ま
ぶ
た
の
際
に
塗
る

方
（
マ
イ
ボ
ー
ム
腺
の
出
口
が
塞
が

り
ま
す
）

•
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
長
期
常
用
者

（
マ
イ
ボ
ー
ム
腺
が
物
理
的
に
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
、
減
少
し
ま
す
）

•
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ
を
長
時
間
使
用

し
て
い
る
方
。（
無
意
識
に
ま
ば
た

き
の
回
数
が
減
り
ま
す
）

•
高
齢
者
（
加
齢
と
と
も
に
マ
イ
ボ
ー

ム
腺
の
機
能
が
低
下
し
ま
す
）

　
治
療
は
、
症
状
の
原
因
と
重
症
度
に

合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。
代
表
的
な
も
の

は
以
下
の
通
り
で
す
。

〇
点
眼
治
療

•
涙
を
補
う
人
工
涙
液

•
涙
の
質
を
改
善
す
る
点
眼
薬

•
炎
症
が
強
い
場
合
の
抗
炎
症
薬

〇
温
罨
法
（
温
め
る
治
療
）

　
Ｍ
Ｇ
Ｄ
の
基
本
治
療
で
す
。
清
潔
な

蒸
し
タ
オ
ル
を
40
℃
前
後
で
5
〜
10
分

1
日
2
回
ま
ぶ
た
に
当
て
、
固
ま
っ
た

油
を
柔
ら
か
く
し
、
油
の
排
出
を
促
し

ま
す
。

〇
ま
ぶ
た
の
清
拭

　
ま
ぶ
た
の
縁
を
清
潔
に
保
つ
こ
と

で
、
マ
イ
ボ
ー
ム
腺
の
詰
ま
り
を
改
善

し
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
ア
イ
・Ｍ
Ｇ
Ｄ
は
現
時
点
で

は
完
治
で
き
な
い
病
気
で
す
。
そ
の
た

め
、
生
活
の
工
夫
で
予
防
し
悪
化
さ
せ

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

•
エ
ア
コ
ン
の
風
が
直
接
当
た
ら
な
い

よ
う
に
し
、
使
用
の
際
は
加
湿
器
を

併
用
す
る
。

•
画
面
を
見
る
と
き
は
「
ま
ば
た
き
」

を
意
識
す
る
。
こ
ま
め
に
休
憩
を
と

る
。

•
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
無
理
に
長
時

間
使
わ
な
い
。
帰
宅
後
は
す
ぐ
に
外

す
。

•
ア
イ
メ
イ
ク
や
ま
つ
げ
ケ
ア
を
行
う

方
は
清
潔
を
保
つ
。

•
目
の
痛
み
が
強
い

•
ま
ぶ
た
の
腫
れ
が
続
く

•
視
界
の
か
す
み
が

　
改
善
し
な
い

•
市
販
の
点
眼
薬
を

　
使
っ
て
も
良
く
な
ら
な
い

　
ド
ラ
イ
ア
イ
と
思
っ
て
い
て
も
、
実

は
角
膜
炎
や
結
膜
炎
、
白
内
障
・
緑
内

障
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
な
ど

全
身
疾
患
の
影
響
で
ド
ラ
イ
ア
イ
を
発

症
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
早

め
の
眼
科
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
　
　
　
下
北
山
村
診
療
所船

迫
　
哲
也

診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは

〈
第
５
回
〉

ド
ラ
イ
ア
イ

　
　
　
に
つ
い
て

① 

ド
ラ
イ
ア
イ
と
は

② 

マ
イ
ボ
ー
ム
腺
機
能
不
全（
Ｍ
Ｇ
Ｄ
）と
は

③ 

Ｍ
Ｇ
Ｄ
に
な
り
や
す
い
危
険
因
子

④ 

ド
ラ
イ
ア
イ・Ｍ
Ｇ
Ｄ
の
治
療

⑤ 

日
常
生
活
で
気
を
つ
け
た
い
こ
と

⑥ 

こ
ん
な
症
状
は
眼
科
受
診
を

（写真はLIME研究会HPより抜粋）

お
ん
あ
ん
ぽ
う
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様
々
な
原
因
に
よ
り
マ
イ

ボ
ー
ム
腺
が
詰
ま
り
、
油
が
固
く
な
っ

て
出
に
く
く
な
る
と
、
涙
の
蒸
発
が
進

み
ド
ラ
イ
ア
イ
が
悪
化
し
ま
す
。
こ
れ

を
マ
イ
ボ
ー
ム
腺
機
能
不
全（
Ｍ
Ｇ
Ｄ
）

と
い
い
ま
す
。
最
近
の
研
究
で
Ｍ
Ｇ
Ｄ

は
ド
ラ
イ
ア
イ
全
体
の
原
因
の
８
割
を

占
め
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。Ｍ
Ｇ
Ｄ
に
よ
る
ド
ラ
イ
ア
イ
は
、

点
眼
薬
で
は
症
状
が
改
善
し
な
い
場
合

が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｍ
Ｇ
Ｄ
が
起
き
る
と
「
目
の
乾
燥
が

強
く
な
る・ま
ぶ
た
の
縁
が
ベ
タ
つ
く・

寝
起
き
に
症
状
が
強
く
出
る
・
も
の
も

ら
い
に
な
り
や
す
い
」
と
い
っ
た
症
状

が
見
ら
れ
ま
す
。

　
次
に
該
当
す
る
方
は
Ｍ
Ｇ
Ｄ
に
な
り

や
す
い
方
で
す
。

•
脂
質
異
常
症
（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

　
高
い
方
）

•
ア
イ
メ
イ
ク
を
ま
ぶ
た
の
際
に
塗
る

方
（
マ
イ
ボ
ー
ム
腺
の
出
口
が
塞
が

り
ま
す
）

•
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
長
期
常
用
者

（
マ
イ
ボ
ー
ム
腺
が
物
理
的
に
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
、
減
少
し
ま
す
）

•
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ
を
長
時
間
使
用

し
て
い
る
方
。（
無
意
識
に
ま
ば
た

き
の
回
数
が
減
り
ま
す
）

•
高
齢
者
（
加
齢
と
と
も
に
マ
イ
ボ
ー

ム
腺
の
機
能
が
低
下
し
ま
す
）

　
治
療
は
、
症
状
の
原
因
と
重
症
度
に

合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。
代
表
的
な
も
の

は
以
下
の
通
り
で
す
。

〇
点
眼
治
療

•
涙
を
補
う
人
工
涙
液

•
涙
の
質
を
改
善
す
る
点
眼
薬

•
炎
症
が
強
い
場
合
の
抗
炎
症
薬

〇
温
罨
法
（
温
め
る
治
療
）

　
Ｍ
Ｇ
Ｄ
の
基
本
治
療
で
す
。
清
潔
な

蒸
し
タ
オ
ル
を
40
℃
前
後
で
5
〜
10
分

1
日
2
回
ま
ぶ
た
に
当
て
、
固
ま
っ
た

油
を
柔
ら
か
く
し
、
油
の
排
出
を
促
し

ま
す
。

〇
ま
ぶ
た
の
清
拭

　
ま
ぶ
た
の
縁
を
清
潔
に
保
つ
こ
と

で
、
マ
イ
ボ
ー
ム
腺
の
詰
ま
り
を
改
善

し
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
ア
イ
・Ｍ
Ｇ
Ｄ
は
現
時
点
で

は
完
治
で
き
な
い
病
気
で
す
。
そ
の
た

め
、
生
活
の
工
夫
で
予
防
し
悪
化
さ
せ

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

•
エ
ア
コ
ン
の
風
が
直
接
当
た
ら
な
い

よ
う
に
し
、
使
用
の
際
は
加
湿
器
を

併
用
す
る
。

•
画
面
を
見
る
と
き
は
「
ま
ば
た
き
」

を
意
識
す
る
。
こ
ま
め
に
休
憩
を
と

る
。

•
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
無
理
に
長
時

間
使
わ
な
い
。
帰
宅
後
は
す
ぐ
に
外

す
。

•
ア
イ
メ
イ
ク
や
ま
つ
げ
ケ
ア
を
行
う

方
は
清
潔
を
保
つ
。

•
目
の
痛
み
が
強
い

•
ま
ぶ
た
の
腫
れ
が
続
く

•
視
界
の
か
す
み
が

　
改
善
し
な
い

•
市
販
の
点
眼
薬
を

　
使
っ
て
も
良
く
な
ら
な
い

　
ド
ラ
イ
ア
イ
と
思
っ
て
い
て
も
、
実

は
角
膜
炎
や
結
膜
炎
、
白
内
障
・
緑
内

障
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
な
ど

全
身
疾
患
の
影
響
で
ド
ラ
イ
ア
イ
を
発

症
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
早

め
の
眼
科
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
　
　
　
下
北
山
村
診
療
所船

迫
　
哲
也

診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは

〈
第
５
回
〉

ド
ラ
イ
ア
イ

　
　
　
に
つ
い
て

① 

ド
ラ
イ
ア
イ
と
は

② 

マ
イ
ボ
ー
ム
腺
機
能
不
全（
Ｍ
Ｇ
Ｄ
）と
は

③ 

Ｍ
Ｇ
Ｄ
に
な
り
や
す
い
危
険
因
子

④ 

ド
ラ
イ
ア
イ・Ｍ
Ｇ
Ｄ
の
治
療

⑤ 

日
常
生
活
で
気
を
つ
け
た
い
こ
と

⑥ 

こ
ん
な
症
状
は
眼
科
受
診
を

（写真はLIME研究会HPより抜粋）

お
ん
あ
ん
ぽ
う
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毎月11日は「人権を確かめあう日」❶ ❷ ❸ ❹

　
12
月
９
日
（
火
）、
下
北
山
小
学

校
４
年
生
を
対
象
に
、
総
合
的
な
学

習
の
一
環
で
避
難
所
に
な
る
池
原
公

民
館
と
防
災
倉
庫
の
見
学
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の
役
割

や
避
難
の
考
え
方
に
つ
い
て
説
明
し

た
後
、
防
災
倉
庫
の
寝
具
、
救
急
用

品
な
ど
の
備
蓄
物
資
に
つ
い
て
、
実

物
を
用
い
な
が
ら
紹
介
し
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
身
近
な
施
設
に
備
え

ら
れ
て
い
る
物
資
を
目
に
し
な
が

ら
、
災
害
時
の
備
え
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
見
学
の
最
後
に
は
、
災
害
時
に
慌

て
ず
行
動
で
き
る
よ
う
、
家
庭
に
非

常
用
持
ち
出
し
袋
が
あ
る
か
を
確
認

す
る
こ
と
や
、
未
準
備
の
場
合
は
家

族
と
相
談
し
な
が
ら
用
意
し
て
お
く

こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
、
今
回
の
学

習
を
き
っ
か
け
に
家
庭
内
で
も
防
災

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
も
ら
う
よ
う

呼
び
か
け
ま
し
た
。

小
学
４
年
生
を
対
象
に

防
災
倉
庫
・
避
難
所
見
学
を
実
施

▶
防
災
倉
庫

▶
避
難
所

　
旧
年
中
は
、
警
察
署
、
駐
在
所
の
各

種
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
年
も
村
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
で
安

心
し
て
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

特
殊
詐
欺
被
害
に
つ
な
が
る
不
審
な

電
話
が
急
増
中

　
令
和
7
年
10
月
末
で
奈
良
県
内
で

は
、
約
20
億
８
６
８
０
円
の
特
殊
詐
欺

被
害
が
発
生
し
、
当
署
管
内
で
は
、
日

本
郵
政
を
は
じ
め
と
し
て
、
警
察
を
装

う
等
不
審
な
電
話
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
日
本
郵
政
を
装
っ
た
電
話
は
、
音

声
ガ
イ
ダ
ン
ス
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
警
察
を
装
う
不
審
な
電
話
は
、
吉

野
警
察
署
の
警
察
官
を
名
乗
る
な
ど
、

皆
さ
ん
に
と
っ
て
身
近
な
企
業
、
団
体

を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
自
宅
の
固
定
電
話
に
か
か
っ
て
く
る

不
審
な
電
話
は
、
海
外
か
ら
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。自
宅
電
話
に
、ナ
ン
バ
ー
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
機
能
が
無
く
て
も
、
海
外
か

ら
の
不
審
な
電
話
は
、
国
際
電
話
不
取

扱
受
付
セ
ン
タ
ー
（
０
１
２
０

－

２
１

０

－

３
６
４
）
へ
の
申
し
込
み
で
ブ

ロ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ブ

ロ
ッ
ク
を
お
願
い
し
ま
す
。

駐
在
所
の
ひ
と
り
言

　
昨
年
12
月
9
日
（
火
）
下
北
山
村
安

全
で
住
み
よ
い
村
づ
く
り
推
進
協
議

会
、
下
北
山
村
駐
在
所
連
絡
協
議
会
、

下
北
山
村
地
域
安
全
推
進
協
議
会
な
ど

の
協
力
を
得
て
、
村
内
に
お
住
ま
い
の

１
１
９
名
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
自
宅
を
訪
問
し
て
、
防
犯
ア

ド
バ
イ
ス
を
す
る
と
と
も
に
、
さ
さ
や

か
な
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
渡

し
す
る
、「
ク
リ
ス
マ
ス
作
戦
」
を
行

い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
高
齢
者
に
配
布
し
た

緊
急
時
の
案
内
シ
ー
ト
に
記
載
し
て
い

た
、
寺
垣
内
、
池
原
駐
在
所
の
電
話
番

号
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
マ

ジ
ッ
ク
ペ
ン
で
塗
り
つ
ぶ
す
作
業
を
併

せ
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
も
し
、
塗
り
つ
ぶ
せ
て
い
な
い
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
塗
り
つ
ぶ

し
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
駐
在
所
へ
の
ご
用
件
、
ご
相

談
に
は
吉
野
警
察
署
代
表
電
話
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

☎
０
７
４
７

－

５
３

－

０
１
１
０

　
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
は
、村
内
に
住
民
票
が
あ

る
平
成
19
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
お
子
様
と
そ
の
保
護
者
が
対
象

で
す
。

　
１
口
１
万
円
の
購
入
で
、１
万
５

千
円
分
使
え
る
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
を

付
与
し
ま
す
。村
内
で
は
、一
部
の
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
き
な
り
温
泉
な

ど
で
利
用
が
で
き
ま
す
。詳
し
く
は
、

下
北
山
村
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
間
】

　
令
和
８
年
１
月
29
日
ま
で

【
利
用
期
間
】

　
令
和
８
年
２
月
28
日
ま
で

【
問
い
合
せ
先
】

　
地
域
振
興
課
　
６

－

０
０
７
４

新
年
あ
け
ま
し
て

　
　
　お
め
で
と
う

　
　
　
　
　ご
ざ
い
ま
す

子
育
て
世
帯
向
け

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て

駐在さん通信駐在さん通信

広報　下北山　2026（1） 16

https://www.vill.shimokitayama.nara.jp/oshirase/2025/09/0852668.html


毎月11日は「人権を確かめあう日」❶ ❷ ❸ ❹

　
12
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９
日
（
火
）、
下
北
山
小
学

校
４
年
生
を
対
象
に
、
総
合
的
な
学

習
の
一
環
で
避
難
所
に
な
る
池
原
公

民
館
と
防
災
倉
庫
の
見
学
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の
役
割

や
避
難
の
考
え
方
に
つ
い
て
説
明
し

た
後
、
防
災
倉
庫
の
寝
具
、
救
急
用

品
な
ど
の
備
蓄
物
資
に
つ
い
て
、
実

物
を
用
い
な
が
ら
紹
介
し
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
身
近
な
施
設
に
備
え

ら
れ
て
い
る
物
資
を
目
に
し
な
が

ら
、
災
害
時
の
備
え
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
見
学
の
最
後
に
は
、
災
害
時
に
慌

て
ず
行
動
で
き
る
よ
う
、
家
庭
に
非

常
用
持
ち
出
し
袋
が
あ
る
か
を
確
認

す
る
こ
と
や
、
未
準
備
の
場
合
は
家

族
と
相
談
し
な
が
ら
用
意
し
て
お
く

こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
、
今
回
の
学

習
を
き
っ
か
け
に
家
庭
内
で
も
防
災

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
も
ら
う
よ
う

呼
び
か
け
ま
し
た
。

小
学
４
年
生
を
対
象
に

防
災
倉
庫
・
避
難
所
見
学
を
実
施

▶
防
災
倉
庫

▶
避
難
所

　
旧
年
中
は
、
警
察
署
、
駐
在
所
の
各

種
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
年
も
村
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
で
安

心
し
て
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

特
殊
詐
欺
被
害
に
つ
な
が
る
不
審
な

電
話
が
急
増
中

　
令
和
7
年
10
月
末
で
奈
良
県
内
で

は
、
約
20
億
８
６
８
０
円
の
特
殊
詐
欺

被
害
が
発
生
し
、
当
署
管
内
で
は
、
日

本
郵
政
を
は
じ
め
と
し
て
、
警
察
を
装

う
等
不
審
な
電
話
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
日
本
郵
政
を
装
っ
た
電
話
は
、
音

声
ガ
イ
ダ
ン
ス
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
警
察
を
装
う
不
審
な
電
話
は
、
吉

野
警
察
署
の
警
察
官
を
名
乗
る
な
ど
、

皆
さ
ん
に
と
っ
て
身
近
な
企
業
、
団
体

を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
自
宅
の
固
定
電
話
に
か
か
っ
て
く
る

不
審
な
電
話
は
、
海
外
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ら
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。自
宅
電
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に
、ナ
ン
バ
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デ
ィ
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プ
レ
イ
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能
が
無
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も
、
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外
か

ら
の
不
審
な
電
話
は
、
国
際
電
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不
取

扱
受
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セ
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ー
（
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１
２
０

－

２
１

０

－

３
６
４
）
へ
の
申
し
込
み
で
ブ

ロ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ブ

ロ
ッ
ク
を
お
願
い
し
ま
す
。

駐
在
所
の
ひ
と
り
言

　
昨
年
12
月
9
日
（
火
）
下
北
山
村
安

全
で
住
み
よ
い
村
づ
く
り
推
進
協
議

会
、
下
北
山
村
駐
在
所
連
絡
協
議
会
、

下
北
山
村
地
域
安
全
推
進
協
議
会
な
ど

の
協
力
を
得
て
、
村
内
に
お
住
ま
い
の

１
１
９
名
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
自
宅
を
訪
問
し
て
、
防
犯
ア

ド
バ
イ
ス
を
す
る
と
と
も
に
、
さ
さ
や

か
な
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
渡

し
す
る
、「
ク
リ
ス
マ
ス
作
戦
」
を
行

い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
高
齢
者
に
配
布
し
た

緊
急
時
の
案
内
シ
ー
ト
に
記
載
し
て
い

た
、
寺
垣
内
、
池
原
駐
在
所
の
電
話
番

号
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
マ

ジ
ッ
ク
ペ
ン
で
塗
り
つ
ぶ
す
作
業
を
併

せ
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
も
し
、
塗
り
つ
ぶ
せ
て
い
な
い
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
塗
り
つ
ぶ

し
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
駐
在
所
へ
の
ご
用
件
、
ご
相

談
に
は
吉
野
警
察
署
代
表
電
話
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

☎
０
７
４
７

－

５
３

－

０
１
１
０

　
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
は
、村
内
に
住
民
票
が
あ

る
平
成
19
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
お
子
様
と
そ
の
保
護
者
が
対
象

で
す
。

　
１
口
１
万
円
の
購
入
で
、１
万
５

千
円
分
使
え
る
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
を

付
与
し
ま
す
。村
内
で
は
、一
部
の
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
き
な
り
温
泉
な

ど
で
利
用
が
で
き
ま
す
。詳
し
く
は
、

下
北
山
村
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
間
】

　
令
和
８
年
１
月
29
日
ま
で

【
利
用
期
間
】

　
令
和
８
年
２
月
28
日
ま
で

【
問
い
合
せ
先
】

　
地
域
振
興
課
　
６

－
０
０
７
４

新
年
あ
け
ま
し
て

　
　
　お
め
で
と
う

　
　
　
　
　ご
ざ
い
ま
す

子
育
て
世
帯
向
け

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て

駐在さん通信駐在さん通信
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前鬼　不動七重の滝

きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和８年 （2026） 月号　No.8231

広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内1002番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和７年11月30日現在

転入　２人
出生　０人
転出　１人
死亡　３人

人　口
男
女
世帯数

777人
369人
408人
500戸

先月比
2）
0）
2）
2）

（－
（±
（－
（－

日々の何気ない瞬間や、村の風景、
暮らし、行事などあなたが「とっ
ておき」と感じた瞬間を撮影した
写真を応募してみませんか？家族
の笑顔や、季節の移ろいを感じる
風景、ペットの可愛らしい仕草な
どなど♪応募いただいた写真を広
報誌に掲載させていただきます。

【写真について】
デジタルカメラやスマートフォン等で撮影した写真。サイズは問いませんが、できるだけ高
画質のものが望ましいです。

【応募方法】①または②の方法で応募
①写真のデータを下記メールアドレスまでお送りください。
　メールの件名は「広報誌写真応募」としてください。
②QRコードから応募フォームにアクセスしていただき応募してください。

【その他】
◎募集締切：令和8年1月15日（木）　◎応募多数の場合は抽選となります
写真には、タイトル（任意）と、簡単なエピソード（任意）、そして撮影者のお名前
（匿名希望の場合はペンネーム）を添えてください。
皆さまからの温かいご応募を、心よりお待ちしております♪

みんなのシャッターチャンス！
～写真で繋ぐ下北山村の暮らし～

応募 法方

みんなのシャッターチャンス！～写真で繋ぐ下北山村の暮らし～
▼秋の池原ダム（どくたー Fさん）
秋晴れの朝、池原ダムと山肌の紅葉が輝
いていました。

う
ち
の
近
く
で
き
れ
い
な
ス
ポ
ッ
ト
を

発
見
し
た
よ

◀
佐
田
の
紅
葉（
Ｌ
Ｅ
Ｏ
さ
ん
）▲石ヤ塔（Dさん）

帰り際ふと振り返れば夕暮れの
石ヤ塔

◀不動の石ヤ塔（中村さん）
村の誇れる観光資源であります。

▼さくら池のもみじ（中村博文さん）

QRコードを読
み込むと応募
フォームに移
ります

【お問合せ】下北山村　総務課 広報係
☎07468－6－0001　　koho@vill.shimokitayama.lg.jp

ご応募ありがとうございました！村内の紅葉スポットの投稿が多数ありました。
きっと足を運びたくなる場所があったのではないでしょうか♪

お
詫
び
と
訂
正

　
12
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
、「
人
の
動
き
」に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、訂
正
し
て

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。【
誤
】令
和
７
年
９
月
30
日
現
在
　【
正
】令
和
７
年
10
月
30
日
現
在

謹
賀
新
年
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https://form.run/@kikaku-shimokitayama-5NSdMDcmWyqpRoZKuj2m
https://kinarito.net/
https://page.line.me/818putal
https://youtube.com/@shimokitayama?si=C15t3xYA8PyZaiID
https://www.facebook.com/share/1CJkun1BkH/?mibextid=wwXIfr
https://www.instagram.com/shimokitayama_official?igsh=MWdoNGJ5YTdyMDVkMg%3D%3D&utm_source=qr

